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●
途
上
国
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
及
ぼ

す
異
常
気
象

　

気
候
変
動
の
原
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
の
た
め
国
際
的
枠
組
み
と
し
て
京
都
議
定
書
が

採
択
さ
れ
、
先
進
国
は
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
五
〇
年
に
は

五
〇
％
削
減
を
目
指
し
、

二
〇
一
三
年
以
降
の
国
際
的
枠

組
み
に
つ
い
て
も
国
際
交
渉
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

削
減
努
力
が
功
を
奏
し
、
大
気

中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
安

定
す
る
た
め
に
は
時
間
を
要
す

る
し
、
既
に
温
室
効
果
が
原
因

と
思
わ
れ
る
天
候
被
害
は
拡
大

し
て
い
る
。（
図
１
）
京
都
議

定
書
で
は
気
候
変
動
の
原
因
と

な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す

〔
緩
和
策
（m

itigation

）〕
と

と
も
に
今
起
き
つ
つ
あ
る
異
常

気
象
な
ど
へ
の
対
策
〔
適
応
策

（adaptation

）〕
を
求
め
て
い

る
。
緩
和
策
と
適
応
策
は
温
暖

化
対
策
の
両
輪
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
の
小
池
俊
夫
教
授
は
「
地
球
温
暖
化

の
典
型
的
影
響
は
水
循
環
の
異
常
に
現
れ
る
」
と

指
摘
す
る
。
傾
向
的
に
年
間
降
雨
量
の
振
幅
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。（
図
２
）
水
循
環
の
異
常
は

農
業
部
門
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
特
に
途
上

国
で
は
以
下
理
由
に
よ
り
深
刻
な
影
響
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

●　

発
展
途
上
国
は
一
般
に
農
業
依
存
度
が
高
い
。

天
候
異
常
に
よ
る
農
業
生
産
減
の
経
済
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
。

●　

天
候
影
響
を
減
ら
す
灌
漑
設
備
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

●　

農
業
適
地
の
変
化
に
合
わ
せ
た
作
物
の
改
良
、

あ
る
い
は
適
し
た
作
物
に
切
り
替
え
る
に
は
時
間

が
か
か
る
（
作
物
に
あ
っ
た
農
業
イ
ン
フ
ラ
、
販

売
網
の
整
備
な
ど
が
必
要
）。

　

農
業
生
産
は
天
候
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た

め
、
も
と
も
と
一
定
間
隔
で
旱
魃
や
洪
水
な
ど
の

被
害
を
受
け
て
い
る
。
気
候
変
動
は
天
候
被
害
の

間
隔
を
短
く
し
、
ま
た
拡
大
さ
せ
る
。
農
業
生
産

の
回
復
に
時
間
が
か
か
れ
ば
、
農
村
経
済
の
疲
弊

を
生
み
、
さ
ら
に
は
農
村
社
会
の
崩
壊
と
農
民
の

都
市
へ
の
流
入
、
農
業
生
産
の
さ
ら
な
る
低
下
と

負
の
連
鎖
を
発
生
さ
せ
か
ね
な
な
い
。
社
会
不
安

が
国
境
を
超
え
て
拡
が
れ
ば
、
周
辺
国
の
政
情
の

本
郷　

尚

途
上
国
で
も
農
業
天
候
保
険
を

︱
︱「
適
応
」問
題
に
も
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

不
安
定
化
も
招
き
か
ね
な
い
。

　

農
業
部
門
の
「
適
応
策
」
と
し
て
、
灌
漑
や
治

水
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
業
適
地
の
シ
フ
ト
に

対
応
し
た
品
種
改
良
、
作
物
の
変
更
な
ど
が
必
要

と
な
る
。
本
論
で
は
水
循
環
異
常
に
よ
る
農
業
被

害
対
策
へ
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
の
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

●
天
候
保
険
を「
適
応
」に
活
用

　

灌
漑
、
洪
水
対
策
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は

時
間
が
か
か
る
し
、
費
用
も
巨
額
だ
。
途
上
国
の

財
政
基
盤
は
弱
い
た
め
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資

を
継
続
的
に
行
う
体
力
は
乏
し
く
、
先
進
国
の
援

助
に
期
待
を
寄
せ
る
。
し
か
し
、
先
進
国
の
援
助

能
力
も
無
限
で
は
な
い
。
京
都
議
定
書
の
下
で
は

途
上
国
で
行
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
事
業
（
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
に
排
出
権
を

与
え
る
際
に
二
％
相
当
を
徴
収
、
こ
れ
を
適
応
策

の
財
源
と
し
て
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
（
適
応
基

金
）。
二
〇
〇
九
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
世
界
銀
行

の
排
出
量
取
引
市
場
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
二
〇
一
二

年
ま
で
に
一
三
～
一
七
億
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
ク
レ

ジ
ッ
ト
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）
が
発
行
さ
れ
る
と
予
測
し
て

お
り
、
平
均
価
格
を
一
〇
ユ
ー
ロ
と
し
て
二・
六

～
三・
四
億
ユ
ー
ロ
（
三
三
〇
～
四
四
二
億
円
）
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図１　異常気象による被害

（出所） 2007ミュンヘン再保険資料。
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に
な
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

で
は
、「
適
応
」
の
た
め
途
上

国
で
毎
年
三
〇
〇
～
七
〇
〇
億

ド
ル
の
資
金
が
か
か
る
と
試
算

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
排
出

量
取
引
か
ら
の
徴
収
も
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
資
金

不
足
は
明
ら
か
で
あ
る
。
新
し

い
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
必

要
投
資
資
金
を
節
約
す
る
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
仕
組
み
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
農
業
天
候
保

険
で
あ
る
。
天
候
異
常
に
よ
る

農
業
被
害
の
一
部
を
金
銭
補
償

す
る
こ
と
で
農
家
の
生
計
や
農

村
経
済
へ
の
悪
影
響
を
小
さ
く

す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

　

天
候
影
響
に
よ
る
被
害
を
救

済
す
る
保
険
は
日
本
や
米
国
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
で
は
実
際
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
の
が
「
冷
夏
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
保
険
」

で
あ
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
夏
場
に
な
る
と
売

り
上
げ
が
伸
び
る
。
し
か
し
、
冷
夏
だ
と
売
り
上

げ
は
伸
び
悩
み
、
ま
た
暑
す
ぎ
る
と
氷
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
る
。
気
温
と
売
り
上
げ
に
は
一
定
の
相

関
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
冷
夏
あ
る
い

は
極
端
な
猛
暑
に
よ
る
売
り
上
げ
の
減
少
に
よ
る

所
得
補
填
と
し
て
、
一
定
温
度
以
下
の
場
合
、
あ

る
い
は
一
定
温
度
以
上
の
場
合
に
金
銭
を
支
払
う

保
険
が
天
候
保
険
で
あ
る
。
家
電
量
販
店
が
、
冷
夏

だ
っ
た
ら
購
入
代
金
の
一
部
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

す
る
エ
ア
コ
ン
の
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

た
際
に
、
予
想
以
上
に
資
金
面
で
の
負
担
が
大
き
く

な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
天
候
保
険
を
利
用
し
た

事
例
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
が
可
能
だ
。

　

途
上
国
の
農
業
で
利
用
す
る
場
合
に
想
定
さ
れ

る
仕
組
み
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
農
家
が
特
定
作
物
の
雨
量
不
足
に
よ
る
作
物

収
穫
減
少
に
保
険
を
か
け
る
。
雨
量
不
足
で
ど
れ

く
ら
い
の
収
穫
減
少
で
あ
っ
た
か
を
客
観
的
に
査

定
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
作
業
で
あ
り
、
ま
た

査
定
に
時
間
も
か
か
り
機
動
性
に
欠
け
る
。
そ
こ

で
、
雨
量
を
指
標
と
し
て
、
雨
量
が
一
定
量
以
下

に
な
っ
た
場
合
に
は
予
め
定
め
ら
れ
た
契
約
に
基

づ
き
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
。」
こ
の
仕
組
は

被
害
の
状
況
を
査
定
を
せ
ず
、
一
定
条
件
を
満
た

し
た
時
自
動
的
に
保
険
金
を
支
払
う
仕
組
で
あ
り
、

Index

保
険
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
す
ば
や
く
保
険

金
を
支
払
う
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
農
業
天
候
保
険
を
活
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
以
下
留
意
点
が
あ
る
。

①　

農
業
天
候
保
険
は
所
得
減
少
の
影
響
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
天
候
異
常
を
減
ら
す

も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら

す
こ
と
「
緩
和
策
」
が
第
一
で
あ
る
。

②　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
が
な
く
な
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
気

象
安
定
化
ま
で
の
「
時
間
を
稼
ぐ
仕
組
み
」
で
あ
る
。

③　

気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
す
べ
て
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
対
処
す
る
の
は
費
用
が
嵩
む
。
た
と
え
ば
、

頻
繁
に
発
生
す
る
被
害
で
、
人
命
被
害
な
ど
深
刻

な
問
題
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
対
応
す
る
が
、
経

済
的
な
保
障
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
天
候
保

険
で
対
応
す
る
こ
と
で
「
総
投
資
額
」
を
減
ら
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
。「
補
完
措
置
」
で
あ
る
。

　

な
お
、
保
険
料
を
先
進
国
で
負
担
、
途
上
国
政

府
も
し
く
は
地
方
政
府
が
受
け
取
る
仕
組
み
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
の
緊
急
食
料

援
助
な
ど
の
財
源
を
保
険
で
カ
バ
ー
し
、
民
間
が

援
助
資
金
の
配
布
を
代
行
す
る
仕
組
み
と
整
理
さ

れ
る
。
本
論
で
は
民
間
で
保
険
商
品
を
開
発
、
受

益
者
た
る
農
民
が
自
分
で
保
険
料
を
負
担
す
る
仕

組
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

●
タ
イ
で
の
研
究
事
例

　

農
業
天
候
保
険
を
途
上
国
で
実
際
に
活
用
し
て

い
る
事
例
は
多
く
は
な
い
。

①　

保
険
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
の
天
候
、
農
業

デ
ー
タ
が
十
分
揃
っ
て
い
な
い
。

②　

農
民
の
ニ
ー
ズ
が
不
明
。
そ
も
そ
も
保
険
に

つ
い
て
の
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
。

③　

保
険
商
品
の
開
発
リ
ス
ク
が
大
き
い
（
十
分

な
市
場
規
模
が
確
保
出
来
な
い
可
能
が
あ
る
）。

な
ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

国
際
協
力
銀
行
に
よ
る
研
究
会
（「
適
応
問
題

に
お
け
る
民
活
（
保
険
）
活
用
と
国
際
協
力
銀
行

の
協
力
の
あ
り
方
研
究
会
報
告
」
二
〇
〇
七
年

一
二
月
）
は
、
①
日
本
と
政
治
的
、
経
済
的
に
関

係
の
深
い
東
ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
と
し
て
、
②
民

間
主
体
で
農
業
天
候
保
険
開
発
を
行
い
、
③
将
来

は
国
際
的
利
用
へ
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
を
想
定

し
、
適
応
対
策
と
し
て
の
農
業
天
候
保
険
の
可
能
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図２　日本の年間降水量の変化

（出所）�「適応問題における市場メカニズムの活用」（国際協力銀行）より。
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を
検
討
し
て
い
る
。

　

同
報
告
で
は
タ
イ
・
東
北
部
コ
ー
ン
ケ
ン
で
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
へ
の
応
用
を
検
討
対
象
と
し
た
。

そ
こ
で
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
み
た
。

●　

途
上
国
で
あ
っ
て
も
、
保
険
商
品
を
開
発
す

る
た
め
に
必
要
な
気
象
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
。
気
象
観
測
ポ
イ
ン
ト
は
首
都
バ
ン
コ
ク

周
辺
に
集
中
す
る
が
、
地
方
都
市
に
も
利
用
可
能

な
観
測
デ
ー
タ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
デ
ー
タ
収
集

は
簡
易
な
方
法
で
行
わ
れ
て
お

り
、
精
度
に
つ
い
て
改
善
の
必

要
が
あ
る
。

●　

サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
量
と
降

雨
量
に
は
一
定
の
相
関
が
あ
る
。

地
元
の
研
究
機
関
な
ど
の
情
報

を
元
に
一
般
化
す
れ
ば
年
間
降

水
量
が
一
〇
〇
〇
㎜
を
下
回
れ

ば
収
穫
量
は
大
き
く
減
少
す
る
。

こ
の
地
域
で
は
五
年
に
一
度
の

頻
度
で
旱
魃
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

●　

た
だ
し
、
年
間
降
雨
量
だ

け
で
な
く
降
雨
の
時
期
が
収
穫

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
場
所
に
よ
っ
て
降
雨
量
も

変
化
す
る
し
、
必
要
と
す
る
雨

量
も
異
な
る
。
実
際
の
商
品
開

発
に
あ
た
っ
て
は
細
か
な
デ
ー

タ
分
析
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

地
元
の
農
業
関
連
機
関
な
ど
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●　

農
家
の
抱
え
る
課
題
と
し
て
七
割
を
超
え
る

農
家
が
旱
魃
被
害
と
答
え
て
い
る
。
保
険
料
負
担

な
ど
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
次
第
で
は
あ
る
が
一
定
の

関
心
は
あ
る
。（
図
３
）

　

こ
の
研
究
か
ら
、
農
業
天
候
保
険
は
途
上
国
に

お
い
て
も
一
定
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
研
究
の
中
で
農
民
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
デ
ー
タ
収
集
に
あ
た
り
地
元
の
政
府
系
農

業
銀
行
（
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
の
協
力
を
得
た
が
、
同
銀

行
の
農
業
天
候
保
険
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
。
筆

者
が
同
行
の
総
裁
と
会
っ
た
際
に
、
農
業
金
融
機

関
に
と
っ
て
の
新
し
い
挑
戦
と
位
置
づ
け
る
程
の

意
気
込
み
で
あ
っ
た
。
農
業
天
候
保
険
の
利
用
に

つ
い
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
企
業
と
継
続
的
に
検
討

を
し
て
い
る
。
ま
た
研
究
会
を
開
催
し
た
国
際
協

力
銀
行
も
農
業
天
候
保
険
の
商
業
化
を
支
援
す
る

た
め
同
行
と
協
力
協
定
を
結
び
、
検
討
を
支
援
し

て
い
る
。

●
商
業
化
の
あ
た
っ
て
の
留
意
点

　

農
業
保
険
を
商
業
化
す
る
際
に
想
定
さ
れ
る
保

険
の
仕
組
み
は
以
下
の
と
お
り
。

●　

農
民
が
保
険
を
掛
け
、受
取
人
も
農
民
と
す
る
。

●　

特
定
の
作
物
を
対
象
と
し
、
降
雨
の
時
期
と

量
を
保
障
金
支
払
い
のIndex

と
す
る
。

●　

降
雨
量
を
測
定
す
る
場
所
が
利
用
者
の
土
地

か
ら
あ
る
程
度
の
距
離
内
に
あ
る
こ
と
。

●　

対
象
地
域
を
測
定
地
点
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、支
払
い
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
う（
メ
ッ
シ
ュ
化
）。

　

こ
の
仕
組
が
実
際
に
商
業
化
す
る
た
め
に
は
い

く
つ
か
の
条
件
が
整
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〈「
保
険
」
の
認
知
〉

　

途
上
国
の
農
村
で
は
保
険
そ
の
も
の
に
つ
い
て

の
認
知
度
が
低
い
。
農
民
か
ら
仕
組
み
や
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
出
来
る
か
が
鍵
と
な
る
。
こ
れ
は
保
険
を

販
売
す
る
側
に
も
言
え
る
。

　

商
業
化
の
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
市
場

は
当
初
よ
り
必
要
で
あ
り
、
農
業
天
候
保
険
に
つ
い

て
事
前
の
教
育
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
必
要
で
あ
る
。

〈
妥
当
な
保
険
料
・
損
害
補
償
額
〉

　

単
純
化
す
れ
ば
、
保
険
料
収
入
か
ら
、
商
品
開

発
コ
ス
ト
、
販
売
コ
ス
ト
な
ど
管
理
費
を
除
い
た

も
の
が
補
償
金
支
払
財
源
と
な
る
。
基
本
的
な
仕

組
は
農
民
に
よ
る
互
助
制
度
で
あ
る
。
ど
の
程
度

の
保
険
料
で
ど
の
程
度
の
保
障
が
得
ら
れ
る
か
、

ま
た
ど
の
程
度
の
確
率
で
保
険
料
を
受
け
取
れ
る

か
、
利
用
者
の
関
心
に
あ
っ
た
条
件
を
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
場
所
、
所
得
、
作
物

な
ど
に
よ
っ
て
、
農
家
の
期
待
は
異
な
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
実
際
に
利
用
し
た
と
こ
ろ
で
、
ニ
ー

ズ
が
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
も
高
い
。
ニ
ー
ズ
の

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

〈
保
険
支
払
確
率
〉

　

保
険
料
が
安
く
と
も
受
け
取
れ
な
い
年
ば
か
り

で
あ
る
と
利
用
は
継
続
し
な
い
。
実
際
に
保
障
を

受
け
取
る
頻
度
や
、
ま
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
保
険

を
受
け
取
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
保
険
の
効
用
に
つ

い
て
の
理
解
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
利
用
者

の
満
足
感
が
重
要
で
あ
る
。

〈
信
頼
で
き
る
地
元
パ
ー
ト
ナ
ー
〉

　

馴
染
み
の
な
い
商
品
で
あ
り
、
外
国
企
業
に
よ

る
直
接
の
販
売
は
保
守
的
な
農
民
の
拒
否
反
応
を
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旱魃
労働力不足
労賃が高い
サトウキビの価格が安い
害虫
作付け用サトウキビ不足
肥料が高い
運搬コストが高い

図３　サトウキビ農家の抱える課題（コーンケンでのアンケート結果）

（出所）�「適応問題における市場メカニズムの活用」（国際協力銀行）より。
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招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
地
元
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

説
明
、
販
売
が
効
果
的
。
商
品
の
信
頼
性
、
魅
力

に
加
え
て
、
商
品
の
売
り
手
へ
の
信
頼
感
が
成
功

の
鍵
を
握
る
。

●
国
際
的
な
評
価
と
懸
念

　

国
連
環
境
計
画
金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ　
Ｆ
Ｉ
）
は
気
候
変
動
部
会
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
二
〇
〇
六
年
に

農
業
天
候
保
険
の
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
二
〇
〇
七

年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
、

二
〇
〇
八
年
ポ
ー
ラ
ン
ド・

ポ
ズ
ナ
ン
で
行
わ
れ
た
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約

国
会
合
で
も
複
数
の
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
で
天
候
保
険

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
国
際
的
な
環
境
議
員

連
盟
（
グ
ロ
ー
ブ
）
で
も

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
直
前

東
京
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
福
田
首
相（
当
時
）

に
適
応
基
金
の
拡
充
と
な

ら
ん
で
天
候
保
険
の
活
用

を
求
め
る
提
言
を
行
っ
た
。

　

民
間
に
お
い
て
も
、
途

上
国
保
険
市
場
拡
大
な
ど

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
拡
大
と
環

境
貢
献
を
同
時
に
狙
っ
て

い
る
。
農
業
天
候
保
険
は

民
間
活
力
の
活
用
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
民
間
の
関
心
な
し
に
は
進
ま
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
農
業
天
候
保
険
の
途
上
国
で
の
商

業
化
に
向
か
っ
て
着
実
に
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

他
方
で
天
候
保
険
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
意
見

が
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
六
月
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

国
際
協
力
銀
行
の
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

協
議
会
で
天
候
保
険
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
主
な
意
見
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

●　

天
候
保
険
を
か
け
た
か
ら
と
い
っ
て
も
被
害

は
減
ら
な
い
。

●　

民
間
企
業
が
儲
け
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
。

●　

保
険
料
は
誰
が
払
う
の
か
。
貧
し
い
人
は
払

う
お
金
が
な
い
。

●　

そ
も
そ
も
温
暖
化
は
先
進
国
の
大
量
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
原
因
。
先
進
国
が
費
用
を
負
担
す
べ

き
だ
ろ
う
。

●　

天
候
リ
ス
ク
は
右
肩
上
が
り
で
あ
り
、
破
綻

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
気
候
変
動
問
題
の
考
え
方
の
差
や
、

農
業
天
候
保
険
に
つ
い
て
理
解
の
共
有
が
十
分
で

な
い
こ
と
が
理
由
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
有

用
な
意
見
も
少
な
く
な
い
。
過
剰
な
期
待
も
過
小

評
価
も
、
活
用
に
あ
た
っ
て
は
障
害
と
な
る
。
改

め
て
農
業
天
候
保
険
に
つ
い
て
考
え
を
整
理
す
る
。

●　

農
業
天
候
保
険
は
、
災
害
被
害
の
う
ち
経
済

的
被
害
の
一
部
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
り
、
唯
一

無
二
の
手
段
で
は
な
い
。

●　

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
農
家
の
自
衛

策
と
し
の
補
完
的
手
段
で
あ
る
。
ま
た
保
険
の
負

担
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
一
定
以
上
の
収
入
を
持
つ

農
家
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

●　

過
去
の
保
険
金
支
払
い
実
績
も
勘
案
し
て
保

険
料
が
決
め
ら
れ
る
。
異
常
気
象
が
頻
発
し
保
険

金
支
払
い
が
増
え
れ
ば
翌
年
の
保
険
料
は
上
昇
し
、

逆
で
あ
れ
ば
下
が
る
。
被
害
を
救
済
し
あ
う
仕
組

み
で
あ
る
。
た
だ
、リ
ス
ク
は
右
肩
上
が
り
で
あ
り
、

農
民
の
負
担
軽
減
か
ら
も
、
コ
ス
ト
の
一
部
を
公

的
資
金
で
支
援
で
き
れ
ば
普
及
は
進
む
だ
ろ
う
。

●　

公
的
な
支
援
に
よ
り
保
険
商
品
開
発
の
た
め

の
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
な
ど
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
は
有
効
な
支
援
策
で
あ
る
。

●
国
際
的
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
課
題

　
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト
で
は
国
際
的
な
仕
組
み
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
技
術
支
援
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
保
険
料
抑
制
、
キ
ャ
パ
シ
テ

イ
確
保
の
四
点
を
国
際
的
な
仕
組
に
期
待
し
て
お

り
、そ
れ
を
も
と
に
改
め
て
整
理
し
て
み
る
。（
図
４
）

〈
技
術
支
援
〉

　

一
般
的
に
、
新
し
い
保
険
商
品
開
発
に
は
高
度

な
金
融
・
統
計
技
術
と
そ
れ
に
伴
う
資
金
負
担
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
農
業
保
険
、
も
し
く
は

類
似
保
険
の
実
績
が
な
い
途
上
国
で
民
間
部
門
だ

け
で
新
し
い
商
品
を
開
発
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
高

い
。
ま
た
特
定
地
域
、
特
定
作
物
で
の
開
発
の
経

験
・
情
報
は
他
地
域
、
他
作
物
に
も
利
用
可
能
と

考
え
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
収
集
・
蓄
積
な
ど
テ
ク
ニ

カ
ル
な
支
援
お
よ
び
保
険
モ
デ
ル
開
発
の
た
め
の

資
金
面
で
の
支
援
が
あ
れ
ば
民
間
部
門
に
よ
る
開

発
を
後
押
し
す
る
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
〉

　

保
険
商
品
開
発
に
は
気
象
、
農
業
生
産
・
販
売
、

途上国
保険会社

国際的
再保険市場

リスク分散/
仲介機能

技術支援
機能

国際銀

国際
資本市場

先進国政府

日本政府

支援

資金供給/
リスク引受

国際的枠組み

支援支援 ・保険制度育成
・気象データ整備

保険モデル
構築支援

保険
付保

リスク
移転

リスク
移転

途上国
保険会社

途上国
政府

農家
農業企業

農家
農業企業

農家
農業企業

農家
農業企業

〈第１ステップ〉 〈第２ステップ〉

〈第３ステップ〉
図４　農業天候保険の国際的な展開

（出所）�適応問題における民活（保険）活用と国際協力銀行の協力のありかた」、国際協力銀行2007年2月。
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収
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。

途
上
国
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
全
般
的
に
十
分

と
は
言
え
な
い
う
え
に
、
異
な
る
官
庁
・
政
府
機

関
な
ど
で
別
々
に
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
わ
か
り

に
く
く
、
ま
た
民
間
部
門
だ
け
で
は
ア
ク
セ
ス
に

限
界
が
あ
る
。
現
地
政
府
か
ら
の
協
力
を
得
る
た

め
の
公
的
な
後
押
し
は
有
効
だ
。

　

ま
た
保
険
商
品
を
開
発
し
た
後
の
販
売
は
、
効

率
性
を
考
え
れ
ば
、
地
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
行
う
こ
と
に
な
る
。
開
発
し
た
保
険
会
社
と
信

頼
で
き
る
地
元
パ
ー
ト
ナ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
お
よ

び
地
元
パ
ー
ト
ナ
ー
の
教
育
な
ど
に
公
的
支
援
の

期
待
が
あ
る
。

〈
保
険
料
抑
制
〉

　

保
険
商
品
開
発
コ
ス
ト
が
課
題
。
当
初
か
ら
農

業
保
険
の
販
売
額
が
十
分
な
規
模
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
初
期
開
発
コス
ト
が
そ
の
ま
ま
保
険
料
に
上
乗

せ
さ
れ
る
と
途
上
国
利
用
者
に
とって
魅
力
あ
る
商

品
と
は
な
ら
な
い
。

　

技
術
支
援
な
ど
に
よ
り
民
間
部
門
の
開
発
コ
ス

ト
を
抑
制
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
同
じ
国
で
の

他
作
物
、
他
地
域
で
の
保
険
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

有
用
で
あ
り
、
国
際
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、

共
同
開
発
す
る
こ
と
も
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
は
有

効
な
手
段
と
な
る
。

　

ま
た
保
険
料
負
担
軽
減
の
た
め
に
国
際
的
な
保
険

料
助
成
制
度
も
あ
り
う
る
。

〈
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
確
保
〉

　

農
業
保
険
利
用
が
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け

ば
、
異
常
気
象
多
発
時
に
保
険
金
支
払
い
が
保
険

会
社
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
既
往
の
国
際
再
保
険
シ
ス
テ
ム
、CA

T
 

BO
N
D

（Catastrophe Bond

）
に
よ
る
リ
ス

ク
の
引
き
受
け
も
利
用
可
能
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

を
上
回
る
場
合
に
備
え
て
、
リ
ス
ク
引
き
受
け
能

力
の
大
き
な
公
的
機
関
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

保
険
シ
ス
テ
ム
継
続
に
と
っ
て
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
。

　

以
上
の
四
つ
の
役
割
を
果
た
す
国
際
的
な
枠
組

み
、
あ
る
い
は
国
際
機
関
の
設
立
は
、
適
応
問
題

に
お
け
る
民
活
を
支
援
す
る
。
効
率
的
で
国
際
的

な
公
的
支
援
の
仕
組
み
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、

民
間
部
門
に
よ
る
商
業
化
の
実
績
を
も
と
に
問
題

点
、
課
題
点
を
整
理
し
、
そ
の
う
え
で
機
能
・
役

割
、
組
織
を
決
め
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
農
業
保
険
利
用
が
進
む
に
つ
れ
て
、
期
待

さ
れ
る
役
割
も
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

●
ま
と
め

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
省
エ
ネ
や
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
努
力
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
安
定
、
異
常
気
象

被
害
が
少
な
く
な
る
ま
で
に
は
相
当
長
い
年
月
を

要
す
る
。
ま
た
途
上
国
で
の
イ
ン
フ
ラ
を
直
ち
に

必
要
十
分
な
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
も
難
し

い
。
経
済
的
被
害
の
影
響
を
減
ら
す
農
業
天
候
保

険
の
必
要
性
は
高
い
。
気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て

の
国
際
的
な
議
論
に
お
い
て
も
必
要
性
は
認
め
ら

れ
、
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
仕
組

み
作
り
に
取
り
組
む
べ
き
と
二
〇
〇
八
年
五
月
の

参
議
院
本
会
議
で
議
論
さ
れ
た
。
他
方
、
民
間
企

業
も
実
現
可
能
と
み
て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。

機
は
熟
し
つ
つ
あ
り
、
政
策
的
な
後
押
し
が
あ
れ

ば
世
界
規
模
で
の
実
用
化
に
向
け
て
大
き
く
活
用

は
進
む
。

　

農
業
天
候
保
険
の
活
用
可
能
性
の
高
い
地
域
の

ひ
と
つ
が
東
南
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
農
業
天
候
保
険

の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
日
本
が
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ

を
発
揮
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
通
じ
た
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
貢
献
の
意
義

は
大
き
い
。

（
ほ
ん
ご
う　

た
か
し
／
国
際
協
力
銀
行
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
長
）

〈
参
考
資
料
〉

・「
適
応
問
題
に
お
け
る
民
活
（
保
険
）
活
用
と

国
際
協
力
銀
行
の
協
力
の
あ
り
か
た
」、
国
際

協
力
銀
行
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
。

・「
気
候
変
動
の
被
害
へ
の
対
処―

適
応
」、
日

経
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
二
〇
〇
七
年
四
月
。

・� A
daptation and Vulnerability to C

lim
ate 

C
hange : The Role of the Finance Sector, 

C
EO

 briefing ,U
N

EP Financial Initiative.

・
第
二
四
回 

Ｎ
Ｇ
Ｏ-

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
定
期
協
議
会

議

事
録
（http://w

w
w.jica.go.jp/partner/ngo/

m
eeting/ngo_jbic/2008/pdf_24/gijiroku.pdf

）。

・「
気
候
変
動
と
の
闘
い　

ポ
ス
ト
二
〇
一
二
年

の
国
際
的
枠
組
み
」、
グ
ロ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　
（http://w

w
w
4.osk.3w

eb.ne.jp/
~globejp/intnl/080628paper.pdf

）。

・
国
会
議
事
録　

第
一
六
九
回
国
会　

本
会
議

第
二
〇
号

　
（http://kokkai.ndl.go.jp/SEN

T
A
K
U
/

sangiin/169/0001/16905210001020a.htm
l

）。




